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生命の誕生

倍率を上げて簡単に観察できる

５年 微小水槽の作製と使い方

顕微鏡の観察には，スライドグラスで作製する微小水槽が便

利です。40～100倍で観察すると，心臓の拍動や拍動に伴って動

く血球の様子がはっきりとわかり，６年生の「動物のからだの

つくり」につながる観察ができます。

１ 微小水槽の作り方

材料：スライドグラス，カバーグラス，厚手の両面テープ（超強力両面ﾃｰﾌﾟ 厚さ1.3mm）

卵が入る厚みが必要なので，使用する両面テープは必ず1.3mm厚のものを使う。

※カバーグラスの替わりにOHPシートを切断して利用すれば，割れることはない。

２ 微小水槽の使い方

(1) メダカ卵は，スライドグラスにピペットの先端を当てながら水とと

もに流し込む。

※２mlのピペットが最も使用しやすい。

※観察中に卵の向きを変えることは困難。いろいろな方向から観察す

る必要があるときは，５個程度入れるとよい。

(2) 卵を取り出す時は，スライドグラスを振ってペトリ皿などに落とす。うまく落ちなかった時は，

枝付き針などでかき出す。

○１時間程度の観察

・そのままステージに乗せて観察する。微小水槽に入っているため，動

かしても揺れたりすることなく観察しやすい。

両面テープ

底辺を合わせる

①スライドグラスに両面テープを

カバーグラスよりも大きめに貼る。

②カバーグラスをのせ，その大きさ

に両面テープを切る。

カバーグラス

④両面テープの紙をはがし，カバー

グラスを貼る。

③両面テープを下図のように

カッターで切る。




